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V307a 軟X線から硬X線の広帯域を高感度で撮像分光する小型衛星計画 FORCE の
現状 (7)
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我々は 1–80 keV の広帯域 X 線を 10 秒角にせまる空間分解能で撮像分光する小型科学衛星 Focusing On
Relativistic universe and Cosmic Evolution (FORCE) を提案している。10 keV 以上の硬X線帯域で過去最高の
空間分解能をもち、NuSTAR衛星の 10倍の感度を実現する。FORCEの主たる科学目的は、宇宙のあらゆる階層
において未だ見つかっていない「ミッシングブラックホール」を探査し、それをプローブとすることで宇宙の進化
を解明することにある。ATHENAなどの 2030年代の大型X線衛星に対応する硬X線プローブとしても重要で、
例えば鉄の K 輝線が見える 6 keVにおけるATHENAの有効面積と、AGN からの反射成分を見る 30 keV にお
ける FORCEの有効面積の比は、両者の同時観測で大きな成果を残した「すざく」XIS (@6 keV) と HXD-PIN
(@30 keV) の面積比にほぼ等しい。現在 FORCE WGでは、2019年度末の提案を目標とし、ミッションデザイ
ンの最適化による重量・コスト削減と、FORCEで実現するサイエンスのさらなる探求を進めている。


